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の口頭発表１）から、「小鼓の唱歌と、ことばを
活かした日本的な動きによる表現」について
の実践報告である。
１．実践について
　2016年４月～６月に ｢保育内容の研究（表
現 ‐ 音楽）｣ ２）を履修する２年次生61名を対
象に３つの実践を行った。本論ではこの中か
ら「小鼓の唱歌と、ことばを活かした日本的
な動きによる表現」について述べ、VTRで記
録した授業映像、アンケート及び授業後の振
り返りシートの記述から考察する。
　小鼓の唱歌として「三番地」の唱歌（図）、
ことばとして「でんでんむし」を用いた。そ
の理由は以下の通りである。
小鼓の「三番地」の手について
　「三番地」は小鼓の演奏の基本になる音、
「タ」と「ポン」が出てくることと、覚えや
すいリズム形であること。長唄《雛鶴三番叟》
の冒頭部分はこの「三番地」の繰り返しなの
で、唱歌を言いながらエア小鼓で打つことに
はじめに
　ここ数年の学生の情況として、人とのコ
ミュニケーションがうまく取れない、ごく限
られた人間関係の中でしかふるまえないとい
う様子が多く見られる。将来、保育士や幼稚
園教諭をめざす学生たちのこのような状況に、
子どもと十分に向き合うことができるのだろ
うかと、学生たちの「閉じた声」や「開放さ
れていない身体」について常々思いを巡らし
ているところである。伝統音楽の指導につい
ては長年試行錯誤してきたが、昨年縁あって、
自身が狂言の稽古を受けることができた。狂
言師の声の力は衝撃的で、その声を身体で受
け止め、全身を耳にしてひたすら真似て声を
出す。この、思い切って声を出すことは自分
を開放することとも言えようか。この感覚を
学生たちにも何とか体験させたいと思った。
そして、それは日本の伝統音楽の体験の中で
できると考えた。
　ここに記述するのは、日本学校音楽教育実
践学会第21回全国大会自由研究（2016年８月）
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1.2　活動の様子
　初めに既習事項である小鼓の「三番地」を
復習し、「でんでんむし」のことばと「三番地」
の唱歌を合わせる活動を行った。
　「でんでんむし」の発声は正座でまっすぐ
声をだすこと、一文字一文字をはっきりと言
うこと、授業者の真似をして、「で・ん・で・ん・
む・し・む・し・で・ん・で・ん・む－しむ
し」の「むーしむし」に抑揚をつけることと
した。
　授業者がひざを打って拍子をとりながら発
声した後、すぐに真似して発声するよう促す
と「むしむし」の抑揚におもしろさを感じた
ようで、ひざを打ちながらすぐに唱和し始め
た。「三番地」の唱歌と合わせることも難し
くはなく、「フッ」とコミを取って始めるとこ
ろから、小鼓の掛け声を聞いて合わせること
にもほどなく慣れていくようであった。
　次の課題は「でんでんむし」をイメージし
て日本的な動きを考えることであるが、かな
り苦労している様子であった。そこで、DVD
により雅楽《稜王》、歌舞伎《連獅子》《娘道
成寺》、狂言《三番叟》のそれぞれ一部分を
鑑賞し、動きに注目するよう指示して日本的
な動きについて、どのような特徴があるか全
員で考える場面を設けた。
　日本的な動きの特徴として「すり足」、「足
を踏んで音を出す」、「静と動がはっきりして
いる」「メリハリがあり、止めるところはピ
シッと止める」、「ひざを曲げた低い姿勢」な
ど特徴的なところをとらえた発言が聞かれた。
そして、これらを手掛かりにしてグループで
構成していった。頭に人差し指で角を立てて
カタツムリのようにゆっくり歩いてみるグ
ループ、両手を真っ直ぐ前に出し大きく足踏
みするグループ、「でんでんむしむし～」と何
十分に取り組めると考えた。
「でんでんむし」のことばを用いた理由
①　狂言「蝸牛」の中に、「でんでんむしむ
し」とはやしながら踊る場面があり、
狂言の鑑賞につなげることができる。
②　わらべうた遊びに「でんでんむしむし」
といいながら手をつないでうずまきを
作る遊びがあり、動きの参考にできる
かもしれないと考えた。
③　「でんでんむし」とはだれもが知って
いる‘かたつむり’のことで、ことば
からのイメージがしやすい。
　以上のことから、「でんでんむし」がこの活
動に最適なことばであると考えた。
1.1　実践の概要
１）この実践の前に行った小鼓の「三番地」
の唱歌の復習をする。
２）授業者がひざを打って拍子を取りながら、
「でんでんむし」を発声し、学生がすぐ
後について発声する。
３）クラスを２つに分け、小鼓の唱歌とこと
ば「でんでんむし」を合わせる。（役割
を交代する。）
４）雅楽《稜王》、歌舞伎《連獅子》《娘道成
寺》、狂言《三番叟》を鑑賞し、日本の
舞踊における動きにはどのような特徴が
あるか考え、意見交換する。
５）８～10人のグループごとに役割（ことば、
小鼓唱歌、動き）を決め、動きの構成を
考える。
　　合わせる練習を通してまとまりある作品
づくりをする。
６）グループ発表
７）狂言《蝸牛》を鑑賞する。
― 333 ―
教員養成課程における日本の伝統音楽の指導についての一考察
２．アンケート及び振り返りシートの記述
　授業後、以下の項目についてアンケートを
取り、振り返りシートに記述させた。
アンケート項目
鼓の唱歌とことば・日本的な動きを合わ
せる活動について
　a.難しかった　　b.簡単にできた
　c.楽しかった
　その理由
　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
振り返りシートの項目
雅楽の舞、歌舞伎の舞踊、三番叟を鑑賞
して、日本的な動きの特徴について気づ
いたことや感じたことを書いて下さい。
度も繰り返し歌ってイメージを作ろうとする
グループ、前に進んだ後そのままの向きで戻
るか向きを変えて戻るかを意見交換するグ
ループなど、苦労しながらも、どのグループ
も生き生きと課題に取り組んでいる様子は印
象的であった。
　中には、棒立ちになって困惑するグループ
もあったが、足の動きだけでも考えるよう声
をかけると、「すり足」をイメージして動き、
ことばに合わせて隊形の変化をつくりあげる
ことができた。更に、ことばの発し方と動き
が合っているか、掛け声のタイミングはよい
かなど「息を合わせる」ことを大切にして活
動が進んでいく様子であった。
　日本的な動きの特徴をとらえた発表の場面
を以下に示す。
図１　「すり足」を生かした作品
図２　「静と動がはっきりしている」作品
図３　「ひざを曲げた低い姿勢」の作品
（図）三番地の唱歌
???
?
?
??
?
??
?
??
?
????
?????
― 334 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第17号
から、むしろ難しさを肯定的にとらえ、課題
について解決しようとする姿が感じられた。
振り返りシートについて
日本的な動きの特徴
・すり足29
・足を踏んで音を出す16
・静と動がはっきりしている11
・手の先、足の先まで表現の一部だった
・止めるところはピシッと止める
・ひざを曲げた低い姿勢
・どの動きもバランス感覚とか体幹が使われ
るものだと感じた
・動きがはっきりしていて一つ一つの形が
しっかりと整っていた
・高く跳ぶ時は垂直、横に移動して跳ぶ時は
軽く跳ぶ
・しなやかだが迫力がある
　動きの特徴として半数以上の学生が「すり
足」を挙げている。このほか「足を高く上げ
てドンと踏み鳴らす」など足の動きについて
の記述が多く見られたが、《三番叟》の鑑賞に
よる印象が強かったと推測できる。「しなや
かだが迫力がある」「手の先、足の先まで表
現の一部」など、細やかな表現もよく見てい
たことがわかる。しかし、実際に自分たちで
活動する場面では、「見たことはあっても、実
際に自分でやるとなると難しかった。」「日本
的な動きが思いつかなかった。」という記述
が多く見られた。例えば「すり足」というこ
とばを知っていて何となくイメージできるも
のであったとしても、実際に自分が動くとな
ると、どちらの足からどのように進むのか、
手はどうするのかなど躊躇してしまい、どう
していいかわからなかったようである。
アンケートについて
回答者数48　数字は回答人数
a. 難しかった　28
b. 簡単にできた　２
c. 楽しかった　17
難しかった理由
・日本的な動きを考えること14
・音と動きを合わせること８
・かたつむりの動きを体で表現する際の足の
運び方
・日本的な動きが自分たちで考えたもので
合っているのか不安だった
・ことばの発し方が難しく、迫力がでなかっ
た
楽しかった理由
・自分たちで動きを考えたこと３
・初めての体験で、新鮮だった３
・みんなで合わせた時の一体感
・日本的な動きを楽しめた
・体で表現すると、それぞれの動きに違いが
生まれ、個性が見えたから
・みんなで創作するのは、お互いに新しい発
見があったり、イメージを共有したりでき
たので楽しく活動できた
　６割弱の学生が「難しかった」と回答して
おり、日本的な動きとは何か、そしてどのよ
うに構成して動けばよいのか、正解のない中
でイメージを頼りに模索する姿が浮かび上が
る。「楽しかった」の回答は３割以上であり、
その理由から協同で一つのものを作り上げる
ことに楽しさを感じていることがわかる。中
には「難しかった」と「楽しかった」両方に
丸を付けた回答も見られ、学生の活動の様子
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むしむし」と囃すのに合わせて踊る姿を嬉し
そうに鑑賞する姿があり、実感を伴っての興
味が高まっていることが感じられた。
　当初目指していた「思い切って声を出す」
ことは、「ことばの発し方が難しく、迫力がで
なかった」等の記述もあったことから、まだ
十分な体験には至っていなかったと考えられ
るが、小鼓の掛け声をかけることとも併せて、
声を出すことはりっぱな身体表現である。ま
た自分たちが考えた動きは日本的な動きのイ
メージが具現化されたものであり、ことばと
唱歌が生み出す音楽的な響きの中で創造的に
表現されたといえる。また、この活動から「子
どもたちに日本の文化としての音楽の良さを
知ってもらいたい」、「日本人として理解を深
めたい」など伝統音楽や伝統芸能に対する興
味関心が高まり、子どもたちにも伝えたいこ
ととしてとらえることができたのは十分な成
果と言える。
　保育現場で伝統音楽や文化に親しむために
どのような活動が考えられるか記述させたと
ころ、保育者や教師の働きかけが重要である
として「自分たちがそうだったように、子ど
もたちにも簡単な歌や楽器から日本の音楽を
真似っこさせていけばよいのではないか」に
類似する記述がいくつも見られた。「自分た
ちがそうだったように」から、体験を通した
実感が保育者としての活動につながることを
感じさせる。中でも目を引いた記述について
次に述べる。
　「お正月を迎えようー子どもたち（４、５歳
児）に日本らしいお正月を迎えることを意識
させることを目標に、３人組で獅子舞らしい
動きを練習する。」
　この「日本らしいお正月」、「意識させる」
に注目したい。子どもたちに「日本らしいお
　しかし「日本的な動きは難しかったが、そ
れが楽しかった。」、「日本的な動きを楽しめ
た。」からは、「でんでんむし」のことばを拠
り所にして角を出すような手の動きを加えた
り、見得を切るようなポーズを入れたりと「日
本的」であることにこだわりながら様々に工
夫し、少し難しい課題へのやりがいを感じて
いたことが読み取れた。「合わせた時の一体
感が楽しかった。」からは、ことば、掛け声
を伴う小鼓の唱歌、動きが一体となった一つ
の作品として協同で考え創り出すことができ
た達成感が読み取れた。
３．考察
　グループ発表後、この活動を通して音楽の
とらえ方や感じ方について自分の中で変わっ
たところや改めて考えたことはあるか問うた
ところ、次のような記述が見られた。
　「今まで伝統芸能は堅苦しいものだと思っ
ていたが、簡単なリズムや簡単な動きでも、
日本的な動きが表現できるとわかって、案外
身近なところにあったのだと思った。」
　これは、日本的な動きについて一番苦労し
ていたグループの学生の記述である。「何も
思いつかない」と活動が停滞していたので、
手の動きをつけずに足の運びだけでもよいと
助言すると、「すり足」で列を交差したり、「む
しむし」の「し」で足を踏み鳴らしたりする
など、ごく単純な動きではあるが日本的な要
素をとらえたものとして表現することができ
た。言い換えれば、学生たちの中に内在して
いた日本的な物への感覚が呼び起こされ、意
識化されて表現されたということができるの
ではないだろうか。
　活動の最後に狂言《蝸牛》を鑑賞したが、
カタツムリになりすました山伏が「でんでん
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正月」とはどのようなものか意識させること
に重点を置いているということは、こどもに
とってこの活動が意味のある体験になるとい
うことについて保育者が認識している、また
は認識していなければならないことを示唆し
ている。
　「獅子舞らしい動き」を練習する際には、
笛や太鼓のお囃子を聞いたり、獅子のかぶり
ものを作る活動に発展するかもしれないし、
お正月には何を食べるか挙げてみるなど様々
な活動が予想できる。そしてそれらの体験が
日々の子どもの生活とつながることで、意味
のある体験になるといえよう。
　保育者自身がこれらの伝統的な芸能や音楽
を体験し、その意味やよさを理解しているこ
とが子どもにとって重要な環境となるのであ
るということについて学生の記述が得られた
ことは成果であった。また、グループ活動を
取り入れたことで学生同士が日本的な動きに
ついて様々な表現方法のアイディアを出し合
い、日本的な表現を求めて皆で息を合わせ表
現する時の一体感や楽しさを実感した、言い
換えれば主体的・対話的で深い学びにつなが
る実践であったともいえよう。
４．今後の課題
　日本の伝統芸能である能、狂言、歌舞伎は、
声、ことば、音、動きが関わり合い一体となっ
て特徴ある表現を生み出している。音と身体
との関係性は切り離せないものとしてある。
本実践の契機となった自身の狂言の体験を踏
まえ、「表現する」ことについての考察も今後
深めたい。そして学生の声や身体を開放し、
表現することの楽しさを味わえるような「声
の力」と「身体性」に着目した伝統音楽の指
導のあり方について探っていきたい。
注
１）金指初恵、寺田己保子「教員養成課程における
唱
しょうが
歌の体験と保育現場の表現活動への提案」日本
学校音楽教育実践学会第21回全国大会自由研究口
頭発表（2016年８月）
２）当該科目は、乳幼児が歌や楽器によって自己表
現したものを受け止め、音楽する喜びを味わわせ
ることのできる保育者を養成するという観点から、
幼児期における音楽教育の重要性を理論的に学び、
実践的指導力を養うための音楽活動について指導
する半期15回の科目である。本実践に至るまでの
授業では、西洋音楽における様々なリズムパター
ンを歌う活動や、既成のメロディーに打楽器を加
えたアンサンブル作品作り、わらべうたを含む
様々な手遊びや歌遊びの活動を経験している。本
実践の実施に当たり、授業担当金指初恵教官の協
力を得た。
参考資料
CD：日音「音楽教育のための教材　長唄」より《雛
鶴三番叟》
DVD：NHKエンタープライズ「日本の伝統芸能編」
より雅楽《陵王》
小学館「歌舞伎のいき　シリーズ歌舞伎第４巻」よ
り《連獅子》《京鹿子娘道成寺》
NHKソフトウェア「京都大蔵流茂山千五郎家　狂
言への招待」より《蝸牛》
NHKソフトウェア「野村万作狂言集第１巻」より《三
番叟》
（付記）
・本論文は、2016年８月の日本学校音楽教育実践学
会第21回全国大会自由研究において口頭発表した
ものをもとにしている。
・学生の記録及び資料に関しては学生に許諾を得て
いる。
